
人間文化研究 (広島大学総合科学部紀要I)第 3巻 抜刷

明清俗曲 「銀紐糸」′旋律古型探求

――地方劇研究の立場から一一

加 藤 徹

島 大 学 総 合 科 学 部

1994



明清俗曲 「銀紐糸」旋律古型探求

――地方劇研究の立場から一―

加 藤   徹

1. は じめ に

「銀紐繁Jは ,16世 紀以来, 日本を含む東アジアの広い地域で歌われて

きた俗曲 (歌謡山)で あるが,そ の18世紀以前の楽譜は未発見である。筆

者は小論に於いて現存各地の銀紐糸楽譜56種の分析を行い,楽 譜が残って

いない18世紀以前の銀紐糸の旋律について考察と探求を試みたい。

地方劇研究を専攻する筆者が俗曲銀紐糸を取り上げるのは,

① 問題の発展性 :銀紐糸は 「椰子腟起源問題Jと 深い関わりをもつ俗

曲であり,銀 紐糸の古形の探求は,椰 子膝起源問題を考察する上での

基礎研究として位置付けられる。

② 資料の豊富性 :現時点までに筆者の管見に入った銀紐糸関連の楽詰

は56種あり,古楽譜は乏しいものの俗曲楽譜としては多い方である。

③ 題材の典型性 :銀紐糸は典型的な 「明清俗曲」の一つであり,今 回

の探求で得られる知見は,他 の事例にも応用できると期待されること。

という三つの理由による。①が特に重要なので以下にやや詳述しよう。

2.地 方劇音楽としての銀紐糸

興味深いのは,俗 曲 ・銀紐糸の旋律が,18世 紀の段階で揺笙期の椰子腔

劇の腟調 (節回し)と して使用されていた事実である。

[例1]『 綴自表』所収 「探親 ・相罵J劇

銭徳蒼 『綴自袋』十二集は,乾 隆28年 (1763)から乾隆39年 (1774)
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にかけて蘇州で出版された。同書には,蔓 曲脚本以外にも,当 時,蘇 州

や揚州に流行 していた地方劇 (式陽榔子秩腔と推定される)の 脚本が収

録されている。

いまその六集 (1770)に 収める榔子腟 「探親 。相罵J劇 の使用曲牌の

連綴順序を示すと,

「探親Jワ|―銀絞糸―前腔―前腟

「相罵J前 腔―前腟―前腟―……―前腟―前腔―尾声

と,徹 頭徹尾,銀 絞糸 (銀紐糸の別名)の 旋律で歌われた歌劇が 「椰子

腔」に分類されている。この点について常静之は 「この事実によって証

明できる事は,当 時の椰子腔劇は,本 来の調子を歌う以外に,俗 曲で歌

う演目も中に含んでおり,一 種の,椰 子腔を主とする諸曲混在という様

相を呈していた」という見解を述べている
1)。

[例2]『寛裳続譜J所 収 「郷裏親家J

『寛裳続譜』 (1795年)

と,

に載せる 「郷裏親家」の曲牌の連綴順序を示す

銀紐糸―秦吹腔―銀紐糸―京調―数含―銀紐糸―前腔―南羅児―

銀紐糸―秦腔―尾声

となる。

俗由 「銀紐糸Jと 榔子腟 「秦吹腔J「秦腔」が,同 一歌曲の中で交互

に使用されている。

以上の例からみて,当 時の 「銀紐糸Jの 音楽的特性 (旋法 ・リズム等)

は,当 時の 「秦吹腟J「秦腟」と無理なく繋がる性質のものだったと考え
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られる。

遺憾なことに,板 腟体系地方劇の18世紀以前の古楽譜は極めて乏しい。

一次資料の絶対的不足力lこ の時期の地方劇を研究する上での大きな障害

になっている。したがって,二 次資料たる銀紐糸の旋律を吟味し,そ の音

楽特性を探求することは,当 時の榔子腔の音楽特性を探求するための補助

研究としての意味を持つのである。

以下,行 論の手順として銀紐糸の歴史を略述する。

3 銀紐糸の歴史

俗に 「漢文 ・唐詩 ・宋詞 ・元曲」と言われるが,こ れに続く明代は 「俗

曲Jが 大流行した時代であった。「銀紐糸」(銀絞糸)と いう俗由の名は,

嘉靖 ・隆慶年間 (1522-1572),南京―松江方面に急速な流行を獲得しつ

つあった当時の有力な俗謡の一つとして文献に見え始める。

元の小令から明の俗曲に至る流行の変遷について,沈 徳符(1578-1642)

「万暦野獲編』巻二十五 「時尚小令Jの 条に,

元人の小令は燕 ・趙の地方で流行し,次 第に盛んになった。(中略)

嘉靖 隆慶年間になると,開 五更 ・寄生草 ・羅江怨 ・哭皇天 ・乾荷葉

・粉紅蓮 ・桐城歌 ・銀絞糸といった類の歌が流行するようになった。

両淮から江南までの地方に伝わるにつれて,詞 や曲との隔たりは大き

くなる一方で, もはや男女の淫靡な情を歌い,多 少抑揚があるのが取

り柄といった程度に過ぎなくなってしまった。

という記事がある:「銀紐糸」は,当 時の流行歌の,北 から南へ,「雅」か

ら 「俗」へという大きな流れの中に浮上した俗曲であった
2)。

残念ながら,16世紀大流行当時の銀紐糸については,伝 存楽譜は無く,

歌詞すら伝存がまれである。現存最古の銀紐糸の歌詞は,林 章 (1551?―

1599?)の 戯曲 『観燈記J第 六場所収の四首と推定されている
3)。

ほぼ同
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時代の趙南星 (1550-1627)r芳茄園楽府』所収の銀紐糸歌詞が諧誰味豊

かな俗曲本来の風格を備えているのと対照的に, この林章作の銀紐糸歌詞

には,俗 曲の通念を越えた 「雅Jな 風格力平寸与されている。

その後,明 代から現在までの5世紀に渡り,銀 紐糸の歌詞および旋律は

何度も再生産され, 日本など海外をも含む広範な地域に伝播する過程で多

様な変型を生じた。その用途も,当 初の歌謡由に止まらず,劇 音楽 ・純器

楽 ・宗教音楽など多岐に拡大していった。

銀紐糸の歴史について,最 初期の林章―趙南星の時点で早くも 「俗と雅

への階層分化の圧力J力灘 認できる点を押さえておきたい。その圧力が銀

紐糸の旋律をいかに変容させていったか, 5節以下の行論で明らかになる

であろう。

4.銀 紐糸の楽譜について

中国は古くから記譜法が発達していた割に現存する古楽譜が少ない国で

あるが,俗 曲 ・銀紐糸もその例に漏れない。

現時点までで筆者の管見に入った 「銀紐糸」関係の楽譜は56種にのぼる

が,古 楽詰は乏しい。最古の資料たる工尺譜 (日本の 「亀齢琴譜』,1832

年)で さえ,せ いぜい19世紀前半にさかのぼるにすぎない。余の大多数の

楽譜は近十年以内に大陸で刊行された数字譜である
1)。

残念ながら,筆 者が一番見たい 「椰子腔と連綴されていた18世紀以前の

銀紐糸の楽譜」はその中に無い。そこで,次 善の策として,現 存56種の銀

紐糸の楽譜の旋律の検討を通じて,今 は消え去った二百年前の旋律の輪郭

の探求を試みることにする。

当然の事ながら,現 存各地の旋律の諸変型は相互に趨異度が大きく, ま

た各変型の分布地も錯綜している。そこで行論の手順として, まず次の5

節で旋律の諸変型の分類基準を考案し,そ の上で6節で各地の諸変型の特

徴を地域順に検討する, という二段がまえの作業を行い,五 世紀の歳月を

かけてからみあった巨大な糸王を少しずつ解きはぐしてゆく事にする。
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5.変 型の整理 ―一二大類型 「北タイプ」「南タイプ」

私見によれば,現 存各地の銀紐糸系旋律の諸変型は, まず大きく二つに

大別するのが適当と思われる。

北京の地方劇 「北京曲劇」の使用腟調中に 「北銀紐糸」「南銀紐糸Jと

いう対照的な二種類の銀紐糸が存在する。筆者はこの呼称を援用し,現 存

各地の変型について 「北タイプJ「南タイプ」という分類を提唱したい。

両者の旋律上の特徴を比較対照してまとめると以下のごとくである。

北 タ イ プ 南 タ イ プ

基 本 曲 調 優美 ・感傷的 軽妙洒脱

印象的旋律
6～ 1～ 6…

(ラ… ド…ラ……)

35 32

(ミツミレド

1 -

)

使 用 旋 法 より七音階的 より五音階的

拍子 ・速 さ 四拍子が主,ゆ っくり 二拍子が主,軽 快

以下,南 北両タイプについて,そ れぞれ二つづつ詰例を掲げる。

[北タイプの譜例 :1]北 京曲劇 [北銀紐糸]5'

一― 「王老虎槍親」劇,周 文賓の歌
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[北タイプの譜例 :2]揚 州清曲 [銀紐糸]6)一― 「晴受補委」

“ 6製 三 二 152(型 J
ラ ラ  ド レ ラソ  ソ レ レミド レミ

風     雪       夜,

6i二 里 二 l i6二 旦 ュ
ラド ミツ ミ   ドド   ドラ ララ ソミ ツ

恰  紅         院       把

6355i並 15-50i二 |

ラ ミソソ ド ミツ  ソ  ソ ド ラソ

補 襄 的 事 談    論 ,   激 起我

ュ i■ li6二 5・2121(望 …下略

ド ソ ドラ ラソ フ レ ミレ ド ミレ

我 且 試 試 地 的 心。

この楽譜は1979年の録音から起こした楽譜である。テンポが毎分108拍,

二拍子とかなり速い点を除けば,

6～ 1～ 6   ラ… (高い)ド …ラ

という北タイプの印象的旋律で歌い起こされ,緩 下降の旋律進行が異性の

気持を探 りたいという劇中人物の徴妙な心理をよく表現 しており,典 型的

北タイプと言える。
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1]北 京山劇 [南銀紐糸]7)

一  「王老虎槍親」劇,周 文賓の歌

二 il哩 二 6-並 並

ドレ ド ララツ ミツ ラー  ド ラ ド レ

情義 深,要 与我 拝花 堂,  鉄   打 的

i01123三 二 塁 L■ |

ド   ドド レ ミ ツソ ミツ レレ ド

病   裏的 晴      要。

(三 二 三 二 1埋 二 a3516532

シ レ シラ ソミ ツラ ド レ ドミ レ ミツド ラソミレ

| ;:` ;|:| `: `:)|(.ヾ暉→
「紅楼夢Jの 登場人物 ・晴霙の,賣 宝玉に対する屈折した思いを優美に

歌っている。

以上の二例 とも,優 美 ・感傷的な曲調, 6-1～ 6(ラ , ド,ラ )と い

う印象的旋律の繰 り返 し,Sや faの使用など,北 タイプの特徴 を備えて

いる。

次に南 タイプの詰例を掲げよう。

[南タイプ譜例

1=E 2/4

335 32

ミミツ ミレ

大爺  称
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2]器 楽 [銀絞糸]8'
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以上の二例とも,軽 妙洒脱な曲調,「ミツミレド…Jと いう印象的旋律

の繰り返し,fa(4)や ● (7)を 使わぬ五音階的な旋法,な ど南タイプ

の特徴を備えている。

このように,南 北両タイプの風格はすこぶる異なり,同 名異曲の観すら

あるが,後 述のように,現 存各地の銀紐糸の中には両者の混合型ないし中

間型と呼ぶべき変型も存在する事実から考えれば,同 一腟調の変型の範囲

内に納めて考えるべきである。

さて, この南北タイプの弁別についての判断基準をふまえ,以 下,各 地

域ごとに伝わる銀紐糸の旋律の変型の特徴を吟味し,考 察を加えてゆくこ

とにする (次頁の地図参照)。
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「分布地域別に見た旋律の特徴」参考地図 :

31

中 国 略 図

(李詈素赤携胃
係
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内モンゴル自治区

寧夏回族自治区
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北京市

雲南  ｀   広西

チワン族自治
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6.分 布地域別に見た旋律の特徴

a. 日本一―最古の楽譜に見られるユニークな旋律

中国本土で散逸した古い文物が日本で保存されている, という例は枚挙

に暇がないが,銀 紐糸の古楽譜もその一例と言える。

日本伝来の古楽譜で管見に入ったものはいずれも 「清楽」関係のもので,

以下の4種 である
9)。

[日本 1]は r亀齢琴譜Jに 載せる清楽の工尺譜で,筆 者の管見に入っ

た56種の楽譜中最古のものである。[日本 2 3・ 4]の 楽譜に載せる銀

紐糸の旋律および歌詞は,若 干の出入があるものの,ほ ぼ 『亀齢琴譜Jと

同じである。いま [日本 1]工 尺譜の一部を数字譜に翻譜して掲げる
°
。

[譜例 :日本 1]清 楽 『亀齢琴譜J[銀 紐糸]第 一排 (音高未修正)

65:51二 i'01五 5二 5

奴 観 人 才,風 流 少 年,  好一 比 顛鸞 鳳

ラ ツ ミ ツ レミ ド レ  レミ ソ ファミ ツ

軒

」
清

齢亀 斗遠 『亀齢琴譜J(天 保壬辰年=1832日本)

楽 「銀投糸」(副題 「思春夏秋冬」)(工 尺譜)

鏑木渓奄 (1819-1870)F清風雅譜J

清楽 ・西皮調 「銀紐糸J(一 名 「雲間月」)(工 尺譜)… 日本 2

平井連山 r月琴詞譜』 (明治 5年 二1872日本)

清楽 「銀紐糸」 (工尺譜)           ………日本 3

河副作十郎 r清楽曲牌雅譜J(明 治10年=1877日本)

清楽 「銀紐糸」 (工尺譜)           ………日本 4

…… 日本 1
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二 五

'oi
賽過 如神 仙′  古

レミ ミド レ   ド

道

ド

35

愛月

ミツ

23 31

6i旦

昔 花,昔 花

ラ ド ラド

春早 起,

レミ ド

61 65

無心 与他

ラ ド ラツ

二 io

１

　

想

ド

‐６一。
姐
時

６‐一０
融
ガ

５

ｏ　
眼
　
ソ

０
２
　
　
只
　
レ

５

ｏ　
眠
　
ソ

一３３
一　
同
　
一、

６５一̈
馳
″

６‐一●
恥
バ

61 65

這裏 正是

ラ ド ラツ

5   0 1

遅 ′

ソ

23

奴只

レミ

5

恨,

ソ

23

奴只

レミ

5  1

恨

ソ

附馬 貌容

レミ ミド

5 1

眠 ′

ソ

i  l

一
３３
一
　

同
　
一一

醜 ′
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原譜は 「第二排」まであり,各 排ごとに歌詞が三番まであるが,上 記譜

例は第一ツトー番のみを掲げた。

女性の道ならぬ恋慕の情を一人称で歌った,滑 稽諧謹な恋歌である。

原本の歌詞には,フ リガナで中国南方方言による発音が示されている。

江戸から明治にかけて, 日本人が 「醜いあいつと寝るのはイヤ,早 く死ね

ばいいいのにJと いう滑稽な恋歌を月琴伴奏で歌っていた往時の様子がし

のばれる。当時の日本人が必ずしも歌詞の意味を正確に理解できたとは思

われぬが,そ れは現在,欧 米の流行歌を好む若者についても同じであろう。
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ちなみに歌詞の平仄は,各 排三番まである歌詞を見る限り,旋 律との関

係があまり考慮されていないようである。

本曲の軽妙な曲調,五 音階的旋法などの特徴から見て,一 応南タイプに

分類できるものの,旋 法は銀紐糸の変型としては珍しく西皮調であり
Ш
,

旋律の変型度も大きい。

江戸期日本に伝来した清楽の多くは福建系だが,こ の銀紐糸の場合,福

建にも江蘇にも類似変型が見当たらない。不思議なことに,大 陸沿海地域

ではなく,は るか内陸部の湖北省に類似変型が存在している (後述)。

日本伝来の銀紐糸楽譜は,単 に現存最古というだけでなく,銀 紐糸の各

地への放散過程を考察する上で問題提起しているという意味に於ても,興

味深い資料である。

b.北 京――オーソドックスな南タイプが主流

[北京 1～ 4]の 旋律は典型的な南タイプに属す ([北京 4・ 5]の 楽譜

は,そ れぞれ 5節 でその一部を掲げておいた)。

[北京 3]は ,京 劇俳優 毛世来による1930年代の録音から起こした楽

譜である。次頁の譜例は 「探親家J一 名 「探親相罵J劇 中で,姑 が嫁の生

母に向かって嫁に関する愚痴をこぼす場面である。「実家のお母さん,座

紫禁城出版社 『清代宮廷音楽」 (中華書局,1985香 港)

五線譜 「銀鉦糸」

李家瑞 『北平俗曲略」 (民国22年=1933年初版)

百本張妙本 「銀紐糸J(工 尺譜)

F中国戯山音楽集成 ・北京巻』(北京出版社,1992北京)

京劇 ・雑腔小調 「探親家」李氏唱段       ………北京 3

北京曲康」「王老虎槍親」周文賓唱 「南銀紐糸J  ………北京 4

北京山劇 「王老虎槍親」周文賓 ・王秀英唱 「北銀紐糸」 Jヒ京 5

………北京 1

………北京 2

明清俗曲 「銀紐糸」旋律古型探求

って私の話を聞いて下さいな,あ んたの娘は生まれつき鈍ですよJと 始ま

る歌詞は,南 タイプの軽快でユーモラスな曲調によくあっている。

[譜例 :北京 3]京 劇 「探親家J李 氏 [旦]唱   1=♯ G 2/4

親家 母 請坐 (噺)

ラシラツ

6765

細 聴

ミド  レミ

31 (23)

拙。

…下略

c.山 西省―一変型度大の南タイプ

『中国民間歌曲集成 ・山西巻J(人 民普楽出版社,1990北 京)

套曲類 ・弾唱 「審録J銀 紐糸          ………山西 1

套曲類 ・興県 “夏曲"「李逢磨斧」反銀紐糸   ………山西 2

[山西 1]は 一応,南 タイプに分類できるものの,旋 律の変型度はかな

り大きい。その歌詞は 「審録」つまり玉堂春の物語の一部である。

[山西 2]は ,歌 い終りの部分の旋律が典型的な南タイプである。ちな

みに r中国民間歌曲集成 ・山西巻Jの 解説によれば 「興県覚曲」は 「昆

曲」と銘打っているものの,実 際には明清の民間小曲を連綴し套曲に仕立

てたものであり,い わゆる豊曲ではないという。
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d 映西省― 「西北風」らしい力強さ

r中国民族民間器楽曲集成 ・陳西巻J(人 民音楽出版社,1992北 京)

嵐卑県 「銀紐糸J                ………陵西 1

鎮巴県 「銀紐糸上調J              ………陳西 2

鎮巴県 「銀紐糸中調J              ………陳西 3

鎮巴県 「銀紐糸下調J             ………陳西 4

仏坪県 「低調銀紐糸J              ………陳西 5

[陳西 1～ 5]は 全てスオナー (いわゆるチャルメラ)主 奏の器楽曲で,

変型度は大きいものの,一 応みな南タイプの特徴が確認できる。ただし,

北京などの南 タイプに

35 32 12 1    ミツ ミレ ドレ ド

と八分音符で現れる印象的旋律が,こ の地域では

3532 1 2        ミツミレ ドーレ ¨̈

と十六分音符の速い調子で繰 り返 し現れ,い かにも地方らしい力強い感 じ

になっている。

e 山東省―― 楽譜未見

残念ながら楽譜未入手であるが,銀 紐糸力湘l子戯,呂 劇,五 音戯,山 東

八角鼓 ・河南鼓子曲で, また 「金紐糸」が山東八角鼓 ・河南鼓子曲で使用

されている・。

また柳琴戯の曲牌 「人板頭Jは ,銀 紐糸とは別曲であるものの

35 32 16 1      ミツ ミレ ドラ ド ¨

と南タイプの印象的旋律に類似 した旋律で始まる
1°
。

明清俗曲 「銀紐糸」旋律古型探求

f 湖北省―一変型度が大きい南タイプが主流

『漢劇音楽漫談J(上 海音楽出版社,1987上 海)

漢劇 「打花鼓J売 芸人 ・売芸人妻唱段 「銀紐糸J ………湖北 1

r中国曲芸音楽集成 ・湖北巻J(新 華出版社,1992北 京)

湖北小曲 「四季相思J銀 紐糸          ………湖北 2

湖北小曲 「祭塔」銀紐糸 (許士林1昌段)     ………湖北 3

湖北小曲 「武松驚捜」銀紐糸 (武松唱段)    ………湖北 4

湖北小曲 器楽曲牌 「十段錦」銀紐糸      ………湖北 5

湖北小曲 「愴傘J銀 紐糸 (王名瑞唱段)     ………湖北 6

湖北小曲 「水漫金山J銀 紐糸 (自娘子唱段)   ………湖北 7

長陽南曲 「掃松」銀紐糸 (張広才唱段)     ………湖北 8

長陽南曲 「金蓮調叔」銀絞糸 (藩金蓮唱段)   ………湖北 9

恩施揚琴 「金蓮調叔」銀紐糸 (武松 ・活金蓮唱段)… … 湖北10

襄陽小曲 「水漫金山J銀 紐糸 (許仙唱段)    … ……湖北11

襄陽小曲 「尼姑思凡J銀 紐糸 (色空唱段)    ………湖北12

郎陽山子 「王大娘釘紅J銀 紐糸         ………湖北13

文曲 「放牛羊J                ………湖北14

文曲 「正月三月没見章J            ………湖北15

漢巌Jの腔調としての銀紐糸 D胡北 1]は ,戦 禍のため流浪の身となり,

芸を売って歩く夫婦の哀感を歌ったデュエットで,前 半は典型的な北タイ

プだが,歌 い終わりは典型的な南タイプであり,一 種の南北混合型とも言

うべき旋律である。

この [湖北 1]以 外の [湖北 2～ 15]は ,旋 律の変型度がかなり大きい

ものの,一 応どれも南タイプに分類できる。例えば湖北小曲 [湖北 2～

7]お よび長陽南曲 D胡北8]は ,印 象的旋律が,
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3532 ¨ ミツ ミレ…

と陳西系と同じく十六分音符の速い調子で繰 り返 し現れる。

同じ長陽南曲ながら D胡北 9]は [湖北 8]と 趣を異にする。興味深い

ことに, この [湖北 9]と 思施揚琴 [湖北10]の 旋律は, 日本伝来銀紐糸

[日本 1～ 4]に 類似 した旋律を含んでいる。

紙数の都合上,[日 本 1](音 高修正)第 一排および第三排末尾と [湖北

9][湖 北10]の 歌い終わりの箇所のみを比較 して掲げると,

[日本 1]61 65 33 5 2525 32 1 2 3 1-

ラド ラソ ミミ ソ  レソレソ ミレ ド レ ミ ド

[湖北 9]■ ・165 36 53 2 2ュ ニ21⊆ 2・■ 2-

[湖Jヒ10]6 1 65  335 3535 6・ 1  635  561    2-

[日本 1](第 二排末尾)     ……  635 351   2-

ラミツ ミツド   レ

と,旋 律に明確な対応関係が確認できる。

その他,郎 陽曲子 D胡北13]はオーソドックスな南タイプだが,襄 陽小

曲 [湖北11・12]および文曲 [湖北14・15]は変型度が著しい南タイプで

ある。

g.湖 南省― ここでも 「探親」系は南タイプ

『中国戯曲音楽集成 ・湖南巻J(文 化芸術出版社,1992北 京)

衡陽湘劇 ・弾腔 「進城探親」銀紐糸 (城裏親家母唱段) 湖南 1

衡陽湘劇 ・弾腔 「進城探親」銀紐糸 (郷裏親家公唱段) 湖南 2

部陽花鼓戯 ・小調 「秋江」銀紐糸 (陳妙常 ・梢公唱段) 湖南 3

衡陽湘劇 [湖南 1・ 2]は 明確に南タイプと認められる。両者のうちで
6～ 1～ 6 …… ラ ド ラ ……

明清俗曲 「銀紐糸」旋律古型探求

は [湖南 1]の 方が変型度が大きく,

3532 12      ミツミレ ドーレー

と陳西 ・湖北ばりの十六分音符が現れている。

[湖南 3]は ,歌 の途中の旋律はあまり類型的ではないものの,歌 い終

わりの旋律が典型的な南タイプである。

h.江 蘇省 ―― 北タイプが優勢な唯一の地域

江南地方は16世紀以来の銀紐糸の流行地であり,い わば 「本家」である

だけあって南北両タイプの変型が現存している。

揚州清曲は,本 来,曲 芸 (謡い物)と して独立したジャンルの芸能であ

ったが,現 在は当地の地方劇である揚劇の一腔調として存続している。

すでに5節 で [江蘇 1]の 一部を改写したが,そ れ以外の [江蘇 2～

4] も,

．
３９

岸人 ・葦明鉢 『揚州清曲」 (上海文芸出版社,1985上 海)

揚州清曲 「晴霙補委」銀紐糸          ………江蘇 1

『中国戯曲音楽集成 ・江蘇巻J(新 華書店,1992北 京)

揚劇 ・揚州清曲 「紅楼夢J銀 紐糸 (林黛玉唱段) ………江蘇 2

揚劇 揚州清曲 「王讐記」銀紐糸 (陳妙常唱段) ………江蘇 3

揚劇 揚州清曲 「血冤」銀紐糸 (韓素娘唱段)  ………江蘇 4

揚劇 ・花鼓戯 「上金山」探親調 (自素貞唱段)  ………江蘇 5

揚411・花鼓戯 「玉替記J分 腟探親 (陳妙常唱段) ………江蘇 6

『淮劇音楽及其唱腔流派」 (上海音楽出版社,1987上 海)

淮劇 「藍橋会J銀 紐糸調 (章郎保唱段)

lL劇 「水漫7四州」銀紐糸調 (水母唱段)

………江蘇 7

………江蘇 8
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という短調的な印象的旋律が繰 り返され, また間奏部分で

72 76 53 56 …   シレシラソミツラ ……

という七音階的な滑らかな旋律進行が頻出するなど,典 型的な北タイプで

ある。揚州清曲銀紐糸の演奏速度も,毎 分40拍,四 拍子 ([江蘇 2]に 速

度記号がある)と いう穏やかなものである。

優雅さという点で,揚 州清曲銀紐糸は最も洗練された変型の一つと言え

よう。

一方,花 鼓戯 [江蘇 5・ 6]は ,揚 州清曲と同じ揚劇の腟調ながら,南

タイプである。演奏速度は,[江 蘇 5・ 6]と も毎分60拍,二 拍子という

速さである上,

3532 1612

と印象的旋律が十六分音符で現れるため,す こぶる軽快である。

この揚劇において,花 鼓戯系 (南タイプ)が 「探親調」と呼ばれ,揚 州

清曲系 (北タイプ)が 「銀紐糸」と呼ばれる事実の背景には,北 タイプこ

そ正統派銀紐糸であるという意識力`根底にあるように思われ,興 味深い。

もともと揚慮1花鼓戯の源流は農村の歌舞芸能であり,そ の都市進出は二

〇世紀初頭以降である。一方,揚 州清曲は宴席に於ける 「曲芸」(中国語

で 「謡い物」の意)と して明末から都市の富商層などに愛好され,鄭 板橋

など著名文人も清曲の歌詞を書いている (F揚引1清曲J7頁 )。

この揚劇銀紐糸の例は,南 北両タイプカ注 じた主因が,地 理的距離や転

訛ではなく,聴 衆の社会階層の違いにあることを示唆する好例と言えよう。

淮劇の 「銀紐糸調Jは ,F淮 劇音楽及其唱腟流派』の解説によれば民間

の 「道情」から移植したもので,曲 調は 「深沈 ・委婉J,静 かな場面で思

慕の情を表現するのに使用されるという。この淮劇 [江蘇 7・ 8]と も南

北混合型とも言うべき変型であり,例 えば [江蘇7]に は,

ミツミレ ドラドレ

3532 1 ミツミレ ドー

明清俗曲 「銀紐糸J旋 律古型探求

という南タイプの特徴的な旋律が見られると同時に,間 奏 (後奏)部 分に

72 76 53 56  …

と揚州系 (北タイプ)の 印象的旋律が登場する。また [江蘇 7 8]は 句

の切れ日で la(6)音 が多用され,沈 んだ雰囲気を醸 し出している。

以上 [江蘇 1～ 8]を 検討 して言える事は,他 地域と異なり,こ の江蘇

省では北タイプの銀紐糸が優勢だという事である。

1.上 海 ―― オーツドックスな南タイプ

[上海 1・ 2]り は,旋 律 ・歌詞ともほぼ同内容の楽譜で,典 型的な南

タイプである。銀紐糸は,少 なくとも20世紀前半までは 「糸竹J(南 中国

風器楽曲)の 常演レパートリーの一つだったようだ。ただし筆者が陳重氏

(中国音楽演奏家)に 直接伺ったところ (94年8月 22日),現 在,上 海の糸

竹界で銀紐糸はほとんど演奏されないという。

渥劇の腟調 [上海 3・ 4]も 明確な南タイプだが,両 楽譜を収録してい

る 「渥劇音楽簡述Jの 解説によれば,

「銀絞糸」又の名を 「探親相罵」は, もともと民間の小歌だったが,

(中略)渥 劇に吸収されて以来,い まだ多用されるに至らず,往 々に

糸竹研究社編 『時調工尺詰』 (民国28年=1939上海)

「銀絞糸」

国風社編 『小調工尺譜J(民 国28年=1939上海)

「銀絞糸」

『渥劇音楽簡述J(上 海音楽出版社,1988上 海)

幅劇 「半把剪刀 ・真正受尽気」銀絞糸

泥劇 「一個明星的遭遇 ・我請跳舞称回避J

………上海 1

…̈ …上海 2

………上海 3

銀絞糸 ………上海 4
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して 「やり手婆」など悪役の歌にしか使われていない。

とある。渥劇の歴史が浅いこと,銀 絞糸が腟調としてまだ多用されていな

い事が,泥 劇銀絞糸の変型度が4 さヽい理由であることがわかる。

1 福建省一―古芸能の宝庫ゆえの錯綜と混舌L

福建は,古 い形の芸能がよく残っている宝庫であるが,そ うした懐の深

さを反映してか,当 地の銀紐糸の変型の在り方は,他 地域では見られない

錯綜と混乱を呈している。

梨園戯の吹打曲牌に 「銀紐糸」があり 「該諧滑稽」な場面に用いられる

という
1い
。

南普 「長銀柳糸」は 「長銀紐糸」の転訛と思われる
l・
。

洋歌 「銀紐糸」は,浙 江から福建に流入した 「江llF女唱班」力漱 う 「小

調Jの 一つだったという
17。

残念ながら,こ れら梨園戯 ・南音 洋歌の銀紐糸の楽譜は未見である。

聞劇の銀紐糸 [福建 1]は ,劇 中人物が不幸な境遇の母子に同情を寄せ

る場面の歌だが,親 切な劇中人物の回吻を映したその旋律は,旋 法や曲調

から一応南タイプに分類出来るものの,変 型度が極めて大きい。

もともと福建は中国の中でも特に方言差の激しい地域である。江lFr小調

『福建民間音楽簡論』(上海文芸出版社,1986上 海)

間劇 『聞劇唱腔一百牌』銀紐糸

廊劇 乞食哭調

噛 劇伝統曲調選』(人民音楽出版社,1986北京)

瑯劇 「月里尋夫J乞 食哭調 (月里唱段)

廊劇 ・串仔曲 「銀紐糸」

瑯劇 ・串仔曲 「探親串」

………福建 1

………福建 2

…… …福建 3

………福建 4

………福建 5

明清俗曲 「銀紐糸J旋 律古型探求

として福建に伝来した銀紐糸の旋律も,閲 濠1の腔調として使用される過程

で,歌 詞の福建語アクセントから大きな変容圧を受けたのであろう。

廊劇の曲牌 「乞食哭調」[福建 2・ 3]は ,私 見によれば,典 型的な南

タイプ銀紐糸である。

[福建 2]冒 頭部の旋律を示すと,

|:~― 1下略

と,南 タイプの印象的旋律である (装飾音略)。奇妙なことに,こ の南タ

イプの旋律に対し楽譜には 「ゆっくりと悲しげにJと いう表情指定がある。

薦劇には別に串仔曲 「銀紐糸」[福建 4]が ちゃんと存在するが,そ の

旋律の変型度は, この 「乞食哭調Jよ りよほど大きい。さらに廊劇には別

に串仔曲 「探親串J[福 建 5]と いう曲牌も存在する。これら薦劇系銀紐

糸はすべて同じ南タイプに分類できる。同一劇種内でl・タイプの銀紐糸が

「乞食哭調J「銀紐糸」「探親串Jと あたかも別曲のように扱われている点

は,他 地域に類例を見ない。

閲劇の全くユニークな旋律の銀紐糸といい,こ の瑯劇に於ける混乱とい

い,い ずれも古い芸能の宝庫たる福建の懐の深さを反映した錯綜と混乱と

言えよう。

k.台 湾省―― オーソドックスな南タイプ

蘇献珍 『同声集J(昭 和 8年 =1933年台湾)

附録雑譜 「探親」二拾三板           ………台湾 1

群宗明 『中国音楽史 ・楽詰篤J(台 湾商務院書館,初 版民国70=1981)

民間楽曲 ・小工調 「銀絞糸」          ………台湾2

三二 ILド五
ソ

　

５

器楽曲の工尺詰 [台湾 1]Dの 旋律は (残念ながら板眼表記が不完全で
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あるが)典 型的南 タイプである。興味深いことに,[台 湾 1]の 旋律は細

かい微妙な部分で清朝官廷音楽の銀紐糸 [北京 1]と 明確に対応 している。

概 して,器 楽系銀紐糸の旋律は,声 楽系銀紐糸よりも普遍度が大きい傾向

が看取される。

[台湾 2](5節 の譜例参照)は ,刊 行地が台湾なのであるが,原 著書の

性格上,そ の地方性を問題にしない方が良さそうである。

|.雲 南省 ――最南端の地に北タイプ

大理市下関文化館編 『大理洞経古楽』 (雲南人民出版社,1990昆 明)

喜洲金圭寺宏善壇伝譜 「金紐糸」      ………雲南 1

周城周徳会伝譜 「金紐糸J          ………雲南 2

周城周徳会伝譜 「銀紐糸J          ………雲南 3

「大理石Jで 有名な大理は,少 数民族が多 く居住する中国最南の地の一

つであるが, この遠方の地には宗教音楽としての銀紐糸が分布 している。

[雲南 1・ 2・ 3]と も基本的に同系の旋律だが,歌 詞の体例が異なる。

金紐糸 [雲南 1・ 2]の 歌詞は五言詩,銀 紐糸 [雲南 3]の 歌詞は七言詩

で,い ずれも自話ではなく荘重な文言である。この三者とも,

6～ 1～ 6 ラ 高 ド̈ ラ

という北タイプの印象的旋律が現れること,口 拍子で 「ややゆっくり」と

いう速度指定があることなどから,北 タイプに分類できる。だが,旋 法は

揚州系と異なり,faゃ ゞが全く無い完全五音階である。おそらく,雲 南

に流入した七音階的な北タイプが,現 地に土着化する過程で南方的な五音

階に変容したものであろう。

明清俗曲 「銀紐糸J旋 律古型探求

m 各地の諸変型の吟味のまとめ

以上,各 地域ごとに現存する銀紐糸の楽譜56種類を検討した。その結果

をまとめると以下のとおり。

① 銀紐糸の旋律は,各地でさまざまな使用の仕方をされている。

採取 した楽譜を用途別に分類すると,次 のとおり。

純 器 楽 [北京 1][陳 西 1～ 5][台 湾 1 2]     … 8種

歌 謡 曲 [日本 1～ 4][上 海 1・ 2]          … 6種

劇 音 楽
[北京 3～ 5][湖 北 1][湖 南 1～ 3]

[江蘇 2～ 8][上 海 3・ 4][福 健 1-5]   …21種

民間歌曲 [北京 2][山 西 1 2]            … 3種

宗教音楽 [雲南 1-3]                … 3種

曲 芸十 [湖北 2～ 15][江 蘇 1]            …15種

(*中国語の 「曲芸Jす なわち 「謡い物」の意)(合 計56種)

劇音楽の腔調としての銀紐糸が意外に多いことが目に付 く。また宮廷音

楽 ([北京 1]),大 衆芸能音楽,宗 教音楽など,聞 き手の社会階層の広

がりも,去い。

② 腔調系銀紐糸は,器 楽曲系より変容度が大きい傾向がある。

そもそも地方劇は各地方の方言で上演されるが,中 国語の場合,方 言

により声調 (抑揚の強い高低アクセント)の 差が著しい。それゆえ,そ

の地方の観衆に歌詞を理解してもらうためには,腔 調の旋律を歌詞の言

葉のアクセントにあわせアレンジする必要がある。こうした中国固有の

事情が,歌 謡曲系や腟調系の銀紐糸の旋律の変型度が大きい理由である

と考えられる。

一方,器 楽山の場合,同 時代の西洋ほどではないにせよ楽譜の流通が

あった事が,旋 律の変容化にある程度歯止めの作用を果たしたのだろう。
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③ 分布地域は江蘇を中心に四方に広がっている。

江蘇より北には山東 北京 ・山西 ・陳西

江蘇より西には湖北 ・湖南

江蘇より東には日本 (長崎 。大阪 。江戸/東京)

江蘇より南には福建 ・台湾,は るかはずれて雲南

もちろん上記以外の地域にも未発見の銀紐糸分布地が存在 していると

推定されるが,そ うした可能性を勘案 した上でも,こ の分布は銀紐糸の

流行が江南を発信地としたという沈徳符の説によく合致するものと言え

る。

④ 旋律には南北両タイプがあり,分布の広さからすると南タイプが優勢。

検討 した56種類の楽譜のうち,北 タイプは,

明確に北タイプにできるもの :5種

… [北 京 5][江 蘇 1～ 4]

一応北 タイプに分類できるもの :6種

……[江藤7・ 8]D胡 北1][雲 南1～ 3]

の計11種類を占めるだけである。分布地も南タイプよりよほど狭い。た

だし,遠 く雲南に北タイプが孤島のように存在することから,恐 らく江

蘇～雲南間に未確認の北タイプ分布地が存在するのであろう。

⑤ 現存する 「探親」慮1関係の銀紐糸は,す べて南タイプである。

北京俗曲 [北京 2],京 巌1[北 京 3],湘 劇 [湖南 1・ 2],揚 劇花鼓

戯 [江蘇 5・ 6],薦 劇 [福建 5],器 楽 [台湾 1]な ど明確に 「探親J

を名乗る銀紐糸は全て南タイプである。

また寛曲 「探親家」劇で桂姐が唱う腔調 「頂嘴Jの 楽譜
nを

検する

と,銀 紐糸との類似旋律は確認できぬものの,「中速」「二拍子Jと いう

明清俗曲 「銀紐糸」旋律古型探求

テンポや完全五音階の二黄旋法

している。

が南タイプ銀紐糸と共通

7.榔 子腔と銀紐糸の旋律の比較

6節 までの検討の結果,18世紀に椰子腔と連綴された銀紐糸は南タイプ

であったらしい事が推定できる。

そのような観点から,南 タイプ銀紐糸の旋律をlll子系腔調と比較してみ

ると,確 かに両者は相性がよいようである。

[例1]『綴自装J六 集 (乾隆庚寅=1770年 )に 収める西秦腔 「搬場拐妻」

康1脚本には 「西秦腟」の前奏として,

上上,,合 四上四上尺六工上上上,合 四上上,,上

(11-¨ 56161253111,5611… …1)

というごく短い工尺譜力利害突に挿入されているが, この楽譜断片の旋法

は二黄調 (5-2定 弦)で あ り,南 タイプの多 くと共通である。

[例2]「 吹腔」
「秦腔」と銀紐糸の旋法の一致

1982年,港 仲甫 によって椰子劇演 目 「梅玉配」の同治 ・光緒年間

(1862-1908)の 曲譜が発見 ・紹介されたが,そ の中に 「吹腟J「秦腔J

の古楽譜がある。

[吹腔古楽譜]a)

2/4   :   : | 三

艶 陽  天

(5-2定 弦)
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(間奏)

ソラ ツ

56 5

妓  娘

(下略)

西秦腔 (断片)・吹膝 ・秦腟 と銀紐糸の間に旋律上の類似性を確認する

ことは出来ぬものの,旋 法上の共通性は確認できる。即ち三者とも旋法上

はともに五音階的で二黄調 (5-2定 弦)で あるから,仮 に連綴されても

不自然な印象を与えない。 
・

〕　３．５一紺・

４
　
両

豫劇

ミ  レ

3   2

「売衣収子J

ドー

1    -

銀

(1・ 1

蘇坤の歌

1    1

[例3]河 南椰子 (豫巌1)の 腟調 「倒三椰」
a

1=E 2/4

(前奏略)3

我

■ 114
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6)… 下略

この椰子腟 「倒三椰」の旋律には,南 タイプ銀紐糸の印象的旋律

ミソ ミレ ドレ ド ラツ ミソ ラー

35 32 12 1 65 35 6-

に酷似 した旋律が,歌 詞の一句置きに規則正 しく現れる。

8. ま と め

16世紀,諧 講味あふれる俗曲として登場 した銀紐糸は,一 般大衆の支持

を得て急速に流行 した。一方,文 人階級など社会の上流層は,文 人 ・沈徳

符の慨嘆の筆致 (前引 『万暦野獲編』)か らも推察されるとお り,そ のよ

うな通俗性に飽きたらなかった。

前述のように,現 存最古と目される林章の銀紐糸の歌詞は 「悲壮悽婉J

であり,諸 護味を本色とする趙南星の銀紐糸と早くも一線を画している。

ただし林章 ・趙南星の両者の銀紐糸は歌詞の体例が全く一致することから,

まだ旋律の変型度は大きくなかったと推測できる。

しかし銀紐糸は,そ の登場当初から庶民層の諸誰嗜好と上流層の雅趣志

向の間にあって雅俗両方向への変容圧にさらされていたため,各 地に伝播
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する過程で,単 に歌.・lの風格だけでなく,体 例や旋律さえも大きく変容さ

れるに至った。かくて 「北タイプ」と 「南タイプJ,す なわち雅 ・俗に渡

る多種多様な変型が生じた。

文人趣味の 「北タイプ」は,揚 州の富商層の宴席で常演された 「揚州清

由」銀紐糸や,一 種の知識階層である僧侶によって演唱される 「大理洞経

古楽」銀組糸を典型とする。このタイプカヽ 易州や雲南など南中国を主要分

布地とするにもかかわらず 「北銀紐糸」と呼ばれる 0ヒ京曲劇)背 景には,

流行歌の変遷を 「北 (雅)か ら南 (俗)へ 」と把えた沈徳符以来の文人意

識の健在が示唆されているかのようで,象 徴的である。

一方,庶 民派の 「南タイプJは ,蓬 かに広い地域まで伝播した。「南J

を名乗るものの,北 中国の銀紐糸もほとんどこの南タイプである。「探親J

劇流行後は 「探親調Jと いう別名をも持つようになった。

劇音楽について見れば,銀 紐糸は各地の地方劇に腔調として広く採用さ

れているのにもかかわらず,文 人趣味の見曲/南 曲には,北 タイプでさえ

ついに定着できなかった (山西省の興県 “見曲"の ような混同の例はある

にしても)。だが,椰 子腔はじめ庶民層の地方劇では,主 として南タイプ

銀紐糸の旋律が膝調音楽として採用され,多 種多様な変型を生じた。

従来の地方劇研究では,伝 存歌詞の吟味など文学研究の手法によってこ

うした階層分化の経緯を明らかにする作業がなされてきたが,今 回,小 論

のような旋律の吟味によっても同様の階層分化の傾向が確認できることが

示された訳である。

9.お わ り に

小論のような試なが筆者の今後の研究活動に於いてどのような意味を持

つのか,蛇 足を承知で展望を述べてみたい。

私見によれば, これからの中国地方劇研究には次の二つの新しいアプロ

ーチが大きな意味を持って来ると思われる。

明清俗曲 「銀紐糸」旋律古型探求

① 音楽要素の加味

豊富な伝存楽譜が存在する西洋演濠」の場合と異なり,音 楽と文学の混

血児たる中国戯由の研究は,資 料の制約から,従 来は文献 ・脚本などの

文学的研究に頼らざるを得ない状況があった。が,近 十年来,地 方劇の

音楽資料が中国本土で続々と刊行されるなどの状況の変化を受けて,文

献的研究の土台の_Lに腔調比較など音楽研究を加味した新傾向の論文も,

少しづつ発表されるようになってきた。今後 「京劇二黄腔の宜黄膝起源

説の是非Jや 「詩賛系演劇の平仄格律消滅問題Jな どのテーマを論じよ

うとするなら,腔 調音楽の検討抜きの行論は困難となるであろう。

② 周辺への注視

従来,中 国演劇研究と言えば漢民族演劇研究を意味した。しかし近年,

漢文化の周辺に位置する仮面濠」(「饉戯」「目連戯」など)が 再発見 ・注

目されるに及び,周 辺の伝存資料を参考に中原でIIAびた古い形を復元 ・

推定する試みも行われるようになった。

言うまでもなく, 日本も,こ の意味に於いて有力な 「周辺Jの 一つで

ある。戯曲音楽関連の古資料で中国本土で滅びたものが日本に残ってい

る例は,今 回引用した 『亀齢琴譜』にとどまらない。こうした在日資料

の再発見 ・分析も今後の課題となろう。

小論は以上のような展望に立ち,旋 律の吟味による行論を試みた次第で

ある。このような大風呂敷を広げるにはあまりに貧弱な内容であるが,陳

勝狐鳴の奪みにならい,あ えて蛇足を述べた。

楽譜が残っていない18世紀以前の椰子腔の旋律の輪郭を明らかにするた

めには,銀 紐糸だけでなく 「京調J「数盆J「南羅児Jな ど他の曲牌の旋律

についても探求と考察を進めていく必要がある。その作業は稿を改めて行

いたい。(本稿で引用した古楽譜は坂田進一氏の蔵書を利用させて戴きま

した)



加 藤   徹

〔注〕

1)常 静之 『論椰子腔J(人 民音楽出版社,1991北 京)72頁

2)こ の沈徳符の記事の解釈については大木康 「祷夢龍 「山歌Jの 研究」(東洋文

化研究所紀要 第百五冊,昭 和63年-1988)175頁 に

沈徳符は,流 行歌の変遷を北から南へ, という大きな流れとして押えている。

北において行われていたものは,ま だいくぶん 「雅Jな る詞曲に近いもので

あったが,南 に来るとそうした詞曲のワクを脱して,そ れが浬蝶の情態を描

く方向にむかってくるという。

とあるのが参考となる。また同 大木論文175頁に,王 験徳 『曲律J巻 三 「雑

論上」ゃ施濠 『雲問拠目妙』巻二 「記風俗」の記事を根拠として,

この流行の震源地になったのが,や はり妓館における宴席であったろうと思

われる。

と推定されているように,俗 由の当初の面目はその通俗性にあった。

3)田 仲一成 「明代劇作家 林章とその戯曲 「観燈記」 「青凛LttJに ついてJ(熊

本大学 「法文論叢」第二九号,昭 和46年-1971)42頁 に,

ただしこれ程の流行を伝えられる [銀紐糸]も 歌詞の伝存は極めて稀で,従

来わずかに趙南星 (1550-1627)F芳 茄園楽府』所収の五首が殆ど唯一のも

のとされてきた (鄭振鐸 『中国俗文学史』)。

とあり,ま た同46頁に,

林章の [銀紐糸]は 前掲の趙南星のものと比べると,体 例の点では全く同一

であるが (句数,句 型,我 的□呵の定形表現,及 び四季連作の手法など)内

容的にはこの歌曲特有の諧諺味は殆ど消失し,一 般に “悲壮悽婉"と 評せら

れる彼独自の詩境が濃厚に投影されている。(中略)雅 趣一途の南曲の世界

に何とか下層促俗の風を吹き入れようとした林章の努力はそれなりに評価 し

てよいのではないかと思われる。又前述の推定の如く,若 し趙の作に先行し

ているとすれば,現 存最古の明代 [銀紐糸]の 歌詞ということになり,明 代

俗曲史の上でも大きな価値をもつことになる。

とある (傍線加藤)。

4)も ともと工尺譜の伝統があった中国では,現 在,五 線譜よりも,ル ソーの考案

にかかる数字譜の方が (若十の中国式アレンジを加えられ)普 及している。ま

た,原 資料たる銀紐糸の楽譜に絶対音高が与えられていない場合も多い。以上

のような事情ゆえ,小 論でも, 日本での普及度が低いことを承知の上で,敢 え

て数字譜を使用する。

明清俗曲 「銀紐糸」旋律古型探求

5)『中国戯曲音楽集成 北京巻」(北京出版社,1992北京)1666頁より改写。但し,

改写の際,原 譜の細かい装飾音等の表記は行論に差支えない範囲で省略した。

6)革 人 革明鐸 暢 州清曲J(上 海文芸出版社,1985上海)160頁より改写。装飾

音の略記は同上。

7)『中国戯曲音楽集成 北京巻』1665頁より改写。装飾音の略記は同上。

8)諄 宗明 「中国音楽史 楽譜篇』(台湾商務院書館,初 版民国70年)277頁より改

写 。

9)こ の清楽古楽譜4種 については,東 京琴社社長 坂田進一氏の蔵書を利用させ

て頂いた。

10)F亀齢琴譜』工尺話には板1長標記が無いため, リズムの切 り方は坂田進―氏の

「銀紐糸」演奏用楽話に拠った。また同工尺譜は適正音高よリーオクタープ高

く,な いし低 く表記した部分が多い (原著者の誤認によると推定される)。実

演のためには修正すべきであるが,小 論に於いては同資料の忠実な紹介を優先

し,翻 譜の際,原 譜の工尺を機械的に数字譜に置き換えた。

11)現在,東 京琴社絲竹班で同曲を合奏する際は,小 工調 (1-D)反 二黄調弦

(I―

`定

弦)で 演奏している。京劇系西皮と異なり,清 楽系西皮調は便宜上,

二黄系調弦で演奏される事が多い。

12)柳 子戯簡史J(中 国戯劇出版社,1988北京)48頁

13)『山東地方戯曲劇種史料麗編J til東人民出版社,1983済南)108頁 に楽譜を載

せる。

14)この糸竹楽譜2種 は坂田進―氏蔵書。

15)鴇 建民間音楽簡論J(上 海文芸出版社,1986上海)463頁

16)陳氷机 r福建南普及其指譜J(中 国文聯出版社,1985北京)155頁に載せる目録

「四空管 三寮Jの 項に 「長銀柳糸Jと いう名が見える。

17)前掲 『福建民間音楽簡論1374頁

18)坂田進一氏蔵書。

19)『昆曲伝統曲牌選J(人 民音楽出版社,1981北京)

20)前掲 『論椰子胞 45頁より改写。装飾音等は略記。

21)前掲 『論榔子施 46頁より改写。装飾音等は略記。

22)王 豫生 駿 劇各種調門唱法介紹』(黄河文芸出版社,1985河南)472～473頁よ

り改写。装飾音等は略記。



加 藤

俗曲曲牌 “銀紐絲"旋 律古型探討

――地方戯研究的基礎研究 ――

加 藤   徹

〔要 旨]

明嘉隆時期 (16世紀)時 調 “銀紐絲"濫 腸子江南地方以来,其 旋律一直

流行千東亜各地,産 生了不少的旋律憂型。雖然其歴史較長,分 布頗廣,但

留下末的架譜井不算多,最 奮的銀紐絲工尺譜 (日本 “清梨"築 譜)也 只能

追遡到1832年而已。

有趣的是,在 18世紀椰子腟く探親>劇 本裏有銀紐絲典 “秦腟"“秦吹腟"

互相聯綴的局面。

令人遺憾的是,18世紀以前的地方戯古楽譜非常牢見,使 我l15不能直接看

到営時的椰子腟古業譜,這 給地方戯研究帯束一定的困難。在這様的情況下,

我佃可以洛銀紐絲営作古秦膝研究的 “二次資料":既 然宅是眼 “秦腔"在

一箇劇目裏互相聯綴的俗曲曲牌,那 慶我佃可以推測銀紐絲的音柴特性肯定

是和古椰子膝相呼應的。

筆者在捜集了留博子日本,大 陸,墓 湾的有開銀紐絲築譜56種,井 確認分

布地域,分 析毎箇架譜的旋律特性後,格 銀紐絲旋律諸愛型分篤 “南型"

“北型"雨 大類,考 察了中國封建社会的 “階層分化的墜力"如 何影響諸愛

型的発生,従 而推断了 :18世紀在<探 親>劇 裏眼秦腟互相聯綴的銀紐絲乃

是二黄調的 “南型"。

(國立廣島大學線合科學部人間文化系講師)


